
陳 情 第 ２ ０ １ ４ 号

陳情調書 令和７年２月１４日受理

（件 名） 八重山周辺における風力発電事業の推進について

（参 考） １項は付託先なし

（陳情の趣旨）

貴議会におかれましては，鹿児島県の様々な課題に対しまして，多大なるご尽力

をいただき，感謝申し上げます。

私たち，本岳自治会および里岳自治会は，現在進行中の風力発電事業に関して，

以下の意見を申し述べます。

まず初めに，私たちは，地域の将来を見据えた上で，この事業に賛成する立場を

取っております。一方で，陳情□□号においては，□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□会があたかも地元は反対かのよ

うな陳情書を勝手に県へ出されております。昨年の□□□□□□□□□□□□会の

４月定期総会においては，□□□□□□□□会の事業計画にない風力発電に関する

活動は，必ず自治会長会及び役員会に諮って行うと決定されました。それにも関わ

らず，総会や約束された手続きを踏まず，□□□□□□□□□□□□□□□□□□

名で，地元は反対かのような陳情書を勝手に県へ提出されている状況を大変遺憾に

思っております。

近年，私たちが暮らす鹿児島市旧郡山町は合併前に8,300人ほどいた人口も，今

では6,000人を少し超えるほどの過疎化が進み，地域は急速に衰退しています。

これに伴い，地域の担い手不足や農地の放棄が深刻な課題となり，農業の維持は

もとより，地域社会の存続そのものが危機に瀕しております。

一方で，本地区は豊かな自然環境に恵まれ，再生可能エネルギーの導入に適した

地域であることが確認されております。特に，風況条件に優れた本地区は，風力発

電事業の適地としてのポテンシャルを有しており，これを活用することで地域の新

たな活力を生み出すことが可能です。

現在，八重山付近で計画されている風力発電事業については，事業者による説明

が適切に行われており，昨年12月20日に開催された住民説明会においても，地域住

民への丁寧な情報提供がなされました。さらに，当事者である最寄りの５つの自治

会では事業について十分に理解したうえで，事業者から万が一の際の対応について

約束もいただき，定期総会において事業推進に同意をしております。

再生可能エネルギーの推進は，単なるエネルギー供給の問題にとどまらず，地域

振興のための重要な機会となるものであり，農地の維持，雇用創出，自治体の財政

基盤強化，さらには移住・定住促進など，地域活性化に大きく寄与する可能性を有

しています。この計画が進まなければ，鹿児島市の財政状況も厳しく，自治会が今

後存続できるかどうかも不透明であり，自治会活動の維持には民間の支援が必要で

す。

何卒，私たちの意見を尊重し，風力発電事業に対するご理解とご支援を賜ります

よう，以下の通り陳情申し上げます。
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記

① □□号陳情は，自治会長会及び役員会に諮られることなく，□□□□□□□□

□□□会の印が押されている可能性があるなど，陳情そのものに瑕疵がないかを

確認いただきますようお願い申し上げます。

② 事業の手続きが円滑に進むように，エネルギー対策課が各担当課との連携を図

り，積極的に事業者と協議，調整を行うようお願い申し上げます。

③ 鹿児島県風力発電施設の建設等に関する景観形成ガイドラインを社会情勢に合

わせて見直しを検討いただくようお願い申し上げます。

④ 風力発電事業に係る関係法令に伴う住民説明会の対象範囲を明確化し，手引き

等に纏め，公開するようお願い申し上げます。

以上


